
 

がん治療委員会  
   

 
主な活動内容  

 

  

専門性と連携で、地域のがん医療を支える。 

がん治療委員会は、病院薬剤師の専門性向上と地域医療連携の強化を通じて、 

患者さんのがん治療と生活を支えています。 

私たちの取り組み 

地域全体で、がん患者さんの「治療」と「暮らし」を守る。 

それが、私たちのミッションです。 

 
過去の活動実績  

 

  

2024年 6月 第 42 回がん薬物療法セミナー 

2025年 5月 石川県病薬ホームページのレジメン公開情報を更新 

https://plaza.umin.ac.jp/iby/p_pharmacist/cancer/ 

 

 

 
委員の特徴  

 

  

がん治療委員会は、若手からベテランまで 17名のメンバーで、県内のがん医療を

支えています。近年、新規抗がん剤が次々と承認される一方で、基本的な薬物療法

やサポーティブケア、緩和医療の重要性は変わりません。私たちは講演会や研修会

を通じて、現場で本当に役立つ知識とスキルの習得を目指しています。また、県内

のがん薬物療法体制を調査し、その結果を学会で発表するなど、実践的な活動にも

取り組んでいます。病院と薬局をつなぐトレーシングレポートの活用推進では、患

者さんの治療と生活を切れ目なく支える仕組みづくりを進めています。 

「がん治療に関わる薬剤師として一歩前へ」―― そんな想いを持つ仲間を待って

います。興味のある方は是非お声かけください。 

（202５年 10月 13日） 

実態調査 
県内のがん薬物療法体制 
を調査し課題を可視化・ 

情報共有・発信 

人材育成 
がん薬物療法・緩和ケアの 
実践力を向上できる 

研修会開催 

薬薬連携とトレーシング 
レポートの推進 

病院と薬局をつなぐトレーシング 
レポート・切れ目のない 

医療を実現 

https://plaza.umin.ac.jp/iby/p_pharmacist/cancer/

